
木曽川用水総合管理所屋上より朝日を望む

うるおい木曽、東海三県を水で結ぶ

新年あけましておめでとうございます。

旧年中は格別なご高配を賜り、木曽川用水総合管理所を代表して厚く御礼申し上げます。

新しい年がはじまりましたが、新年早々、能登半島での震度７の地震、津波が発生しました。お亡くな

りになられた方々のご冥福をお祈りいたします。また、被災された皆様にこころからお見舞いを申し上げ

ます。

この地震では、基準の震度を超えたため、木曽川用水施設、長良導水施設の地震時の臨時点検を

1月1日、2日にかけて実施しました。この点検により地震の影響は無いことを確認しております。

さて、木曽川用水総合管理所ですが、木曽川用水施設である木曽川大堰、濃尾第二施設、木曽川右岸施設及び長良導水施

設の管理を行っております。このうち、愛知県側の濃尾第二施設については、地盤沈下地域における支線水路及び揚水機場の

老朽化の対策のため令和４年より「濃尾第二施設改築事業」に着手し、令和１８年度の事業完了に向けて施設の改築を実施して

いるところです。また、木曽川大堰、その他の濃尾第二施設、木曽川右岸施設、長良導水施設も老朽が進んでいるため、鋭意そ

の対策にも取り組んでおります。

今年も引き続き関係機関と調整し、皆様の協力も頂きつつ最適な対応を目指してまいります。

昨年の管理を振り返りますと、４月以降８月までまとまった降雨があったことから、河川の流況はよく、安定した取水、配水となり

ました。９月は、平年より少雨で渇水が心配されましたが、９月後半の恵みの雨により皆様に節水をしていただくことなく、水を供

給し続けることができました。

一方で、９月でも猛暑日が発生するなど、近年の気候変動と思われる気象が続いております。当機構としましても、近年の気候

変動等の要因に伴う渇水や洪水リスクの増大にも的確に対応するため、施設の機能を最大限に活用し、適切な管理を通じて用

水の安定供給と洪水被害の防止・軽減に努めてまいる所存です。

本年も総合管理所はこれまでの経験を活かして、環境の変化、時代の変化にも柔軟に対応しつつ、安全で安心できる水の供給

と更なるサービスの向上に取り組んでまいります。

最後になりますが、皆様のご健康とご多幸をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきます。
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令和６年能登半島地震

被災に遭われました方々みなさまにお見舞い申し上げます。

※（独）水資源機構は、被災地に支援隊を派遣しています。（詳しくは、（独）水資源機構ＨＰをご覧ください。）
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令和５年１０月２３日（月）、海部土地改良区の呼びかけで愛知県海部農林水産事務所と木曽川用水濃尾第二施設

改築事業推進室の職員も参加して、５月に田植えを行った海部土地改良区会館脇にある田んぼで稲刈りを行いました。

当日は爽やかな秋晴れで、風も涼しく稲刈りにはぴったりの陽気となりました。鎌で稲の根元を切るのは思ったよりも

コツがいり、刈り取った稲を束ねる手つきもたどたどしく、悪戦苦闘しながら臨みましたが、無事に稲架に干す作業まで

終了することができました。

推進室では、代掻きから田植え、稲刈りまでを体験し、稲作の一連の作業の大変さや恵みのありがたさを感じること

が出来ました。

濃尾第二地域における木曽川の恵みに感謝しつつ、これからも木曽川用水の恵みを地域に滞りなく届けられるよう、

取り組んでまいります。

みんなで協力しての稲刈り 稲を縛るのに悪戦苦闘中

１０月３０日（月）、滋賀県土地改良事業団体連合会（通称：水土里ネット滋賀）湖南

支部、１１月１日（水）、２日（木）、群馬用水管理所が関係する「群馬用水関係市町村

事務研究会」「群馬用水二期事業推進協議会」、１１月２７日（月）、２８日（火）、吉野川

地区土地改良区が先進地視察研修の一環として、海部土地改良区及び木曽川用水

総合管理所において視察研修が行われ、１１月５日（日）、土木学会環境工学委員会

臨床環境技術小委員会の「愛知県尾州地方における水利用に関する訪問調査」が開

催されました。

各団体の視察研修は、木曽川用水総合管理所が管理する施設（木曽川大堰、弥富

揚水機場、長良導水）や令和４年度着工の濃尾第二施設改築事業の現地を視察し、

他の地区において老朽化してきている施設を適正に管理し、また、更新事業に着手し

ている地区の研修、今後の関連する事業の推進に活かすことを目的とされています。

本日参加いただいた役職員の方々からは、各視察先で、参加者から様々な質問等

があり、管理業務の重要性と更新事業の必要性について再確認したとのご意見を伺

いました。

水土里ネット滋賀

総管操作室にて概要説明

吉野川土地改良区

濃二改築現場視察

群馬用水関係団体

弥富管理所屋上にて概要説明
臨床技術小委員会

木曽川大堰視察
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清掃の様子 水クイズの様子

総合管理所と近傍の稲沢市立長岡小学校は社会教育の一環で全学年（年３回に分けて）による木曽川河川堤防の清

掃活動と４年生を対象とした総合管理所見学会を毎年実施しています。

５月３１日（水）は６・１年生４２名、１０月１８日（水）は５・３年生の３０名、１１月２１日（火）は４・２年生３５名が参加し、

木曽川河川堤防のゴミ拾いを行いました。木曽川用水総合管理所は児童が怪我や事故に巻き込まれないようにこの活

動のサポートを行いました。

１０月１９（木）には４年生の１７名の児童が総合管理所に訪れ体験学習を行いました。

まず、全員で「水クイズ」を行い、水の大切さ、水に関する知識を学びました。次に２班に分かれ、操作室での説明、屋

上からの施設見学、実際に水を流しての水路模型実験を行い、木曽川用水の仕組みと施設の重要性・必要性などを学び

ました。

児童たちは、職員の説明を真剣に聞いて様々な質問をし、操作室では監視カメラや操作スイッチに興味を示すなど、楽

しく学ぶことが出来たと思います。

地元小学校との連携を深めて、地域貢献と木曽川用水のアピールに努めています。

１０月２６日（木）、木曽川用水総合管理所近隣の祖父江中学校１年生９名の生徒が、これからの祖父江の在り方やま

ちづくりの一員として自分にもできることを考える「祖父江を見つめて」と題した総合的な学習の時間として、木曽川用水

総合管理所に来訪しました。

総合管理所において、木曽川用水事業の概要説明を行い、操作室見学と屋上から木曽川大堰を見学し、ゲート操作や

水管理の方法について説明を行い、最後に職員へのインタビューが行われました。インタビューでは、地震が起きたとき

どのような対応をするのか、自然環境を良くするために大切なことは何か等、様々な質問がありました。対応した職員から

経験を踏まえた話など、それぞれの思いを生徒さんにお話しし、木曽川用水の仕事内容や水の大切さについて理解が深

まったと思います。

操作室の説明 機構職員へのインタビュー
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〒498-0007 愛知県弥富市鎌倉町95 海部土地改良区会館2F濃尾第二施設
 改築事業推進室

明けましておめでとうござます。

本年も本誌が皆さま方にご愛読いただけますよう努力してまいりますとともに、読者の皆さまにとりまして良き年となりますように

祈念します。
本年も引き続き皆様からのご意見・ご感想をお待ちしています。ハガキや当管理所ホームページ「お問合せ・ご意見」からどしどし
お寄せください。

１０月２７日（金）、木曽川用水総合管理所北側にある「利水神社」にて「秋の祭礼」が利水神社奉賛会及び木曽川の

恩恵を受ける関係者の参詣により、滞りなく厳かに執り行われました。

今年も天候に恵まれ、秋空の元、爽やかな風・暖かい陽を受け、今までの安寧に感謝するとともに、末永くのご加護を

祈願しました。

宮司による祈祷、乾杯が行われ、利水神社奉賛会会長や海部土地改良区理事長の挨拶、地元市議会議員の紹介、

木曽川用水総合管理所長から参列の関係者へ日頃からの木曽川用水の管理業務及び昨年度より事業開始となった

濃尾第二改築事業へのご理解・ご協力に対し感謝を伝えました。

これからも、この伝統的な祭礼が末永く、確実に後世に末永く引き継がれていくことを強く願います。

川と海のクリーン大作戦については、美しい川や海を取り戻し、次の世代に引き継ぐために、川や海のゴミ対策ついて

考えることを趣旨に中部地方の各地で実施されています。

木曽川用水総合管理所の所在する稲沢市でも毎年実施しており、総合管理所から近隣の木曽川上流左岸側の河川敷にあ

る公園にて、令和５年１０月８日（日）に行われました。

地元の事業者をはじめ関係団体等から多数の参加者があり、木曽川用水総合管理所は職員６名が参加し、ゴミ拾いの清

掃活動を行いました。ゴミは想像より非常に少なく、地元の皆様の川を綺麗にする意識が根付いているのだと感じました。
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